


あかりんちゅ 

 

AKARINCHU NEWS 

OKB street 7th Candle Night 

12月 4日に岐阜県大垣市の OKB street7周年記念イベントにキャンドルナイトを行いました。あかりんちゅは有難いことに、

OKB street が出来て以来毎年呼んでい頂いています。今年の規模は例年と同様の 1000 個でした。18 時からセレモニーが開始

となり、多くの方が見に来られました。今年はキャンドルで象るもの

に「幸福」の花言葉をもつ四葉のクローバー、魔除けの意味をもつと

いう六芒星、そしてこの OKBstreetさんでのイベントの際いつもお世

話になっているお店の名前にあやからせて頂いた「蝶」と、コロナ禍

の時事的な状況や土地に関わるものなど、特に工夫を凝らしたライン

ナップにしました。 

 

 

March 31, 2021 

成果と課題 

今年度はコロナ禍でなかなか活動できない状況が続いた。そこで SNS のアカウントの運営を開始したりオンライン新歓に参加

したりネット上での活動を積極的に行った。「活動の仕組みや過程」を何らかの形で残し、外部に発信する方法を考えていきたい。 

地域の声 

 

 広場のキャンドルが並ぶ中に入ってみる

と、ひとつひとつが放つ熱や光を直に感じら

れ、いまや日常でなかなか触れる機会のない

火そのものの力に魅了されました。不思議と

寒さも、それまでの気忙しさも忘れていまし

た。 

 

(OKBstreet ご依頼者様) 

 

あかりんちゅとは 

あかりんちゅでは、「エコでスローな夜を」をモットーに、寺社などからやむなく廃棄されてしまう蝋燭、通称「残ろ

う」を回収・再利用し、手作りキャンドルの販売、キャンドルナイト・キャンドル作り教室の開催を行っています。 

あかりんちゅ自慢！ 

あかりんちゅの自慢といえば大きく言えば 3つあります。 

まずは Sプロジェクトであること。基本的にはイベントを行った

際の依頼料と販売の売上金で活動しています。 

二つ目は県内外、どこへでも行って活動できること。材料は自分

たちが全部持っていくため、体験教室は平らなところとコンセン

トが 1つあれば活動できます。このため、様々な人との交流の機

会があります。 

3 つ目は様々な団体との関わりがあること。近江楽座の団体から

キャンドルナイト用のロウソクを作ってくださる福祉団体のジ

ョブカレさん、残ろうを集めてくださる滋賀教区浄土宗青年会さ

んなど、2 つ目に挙げた特性上、様々な人と関わって活動してい

ける団体です。 

 

キャンドルを見る機会は少ないが、とても癒

される。 

(キャンドルナイトへの訪問者さん) 





Harmony新聞 発行日：2021年3月31日

今　年　度　の　活　動

ちょっときいてよ！プロジェクト自慢

気軽にミーティングタイム！

地
域
の
声

H
a
r
m
o
n
y
と

歩
ん
だ
十
七
年

１年間の活動を通した成果と課題　～苦難と向き合う～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　近江楽座 ボランティアサークルHarmony
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「障害者の生涯学習支援活動」に係る
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文部科学大臣表彰を受賞！！

プロジェクト紹介　　Harmonyとは？　～ 創作活動とイベント ～

左

図

は
、

二

〇

二

〇

年

十

一

月

二

十

八

日
（

土
）

に

開

催

し

た

十

八

回

目

の

ク

リ

ス

マ

ス

コ

ン

サ
ー

ト

で

す
。

Q

R

コ
ー

ド

か

ら

動

画

フ

ァ

イ

ル

を

再

生

で

き

ま

す
。

イ
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ト

企
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と
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、
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&
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開

催

し

て

お

り

ま
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今

年

度

は

、

Z

o

o

m

と

Y

o

u

T

u

b

e

l

i

v

e

で

行

い

、

百

八

十

名

も

の

方

に

ア

ク

セ

ス

し

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

ま

た

、

S

N

S

で

の

ア

ー

カ

イ

ブ

配

信

も

行

っ

て

お

り

ま

す

。

次

年

度

は

、

是

非

と

も

交

流

セ

ン

タ

ー

で

行

い

た

い

で

す

。

H

a

r

m

o

n

y

で

は

、

毎

月

一

回

、

土

曜

日

の

十

二

時

半

か

ら

十

六

時

半

ま

で

活

動

し

て

お

り

ま

す

。

活

動

内

容

は

、

障

が

い

児

・

者

の

油

絵

・

粘

土

制

作

の

お

手

伝

い

や

抹

茶

と

お

菓

子

を

い

た

だ

く

お

茶

体

験

で

す

。

今

年

度

は

、

コ

ロ

ナ

禍

の

影

響

で

、

お

茶

体

験

が

中

止

と

な

り

、

定

例

活

動

が

十

二

月

の

み

と

な

り

ま

し

た

。

令

和

二

年

十

一
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九
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（

月

）

に

令

和

二

年

度

「

障

害

者

の

生

涯

学

習

支

援

活

動

」

に

係

る

文

部

科

学

大

臣

表

彰

を

受

賞

し

ま

し

た

。
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き
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か

け
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平

成

十

四

年

に

結

成

さ

れ

た

障

が

い

児
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者

の

保

護

者

さ

ん

達

に
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団

体

『
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者
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就

労

と
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暇

を

考

え

る

会
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ロ
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ィ

ー

』

が

黒

田

先

生

（

元

人

間

文

化

学

部

教

員

）

に

相

談

さ

れ

た

こ

と

か

ら

で

し

た

。

当

時

、

一

回

生

で

あ

っ

た

西

澤

真

志

さ

ん

を

中

心

に

、

メ

ロ

デ

ィ

ー

の

専

属
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ラ

ン

テ

ィ

ア

と

し

て

、

メ

ン

バ

ー

が

集

ま

り

ま

し

た

。

当

時

は

、

大

学

院

生

も

H

a

r

m

o

n

y

に

加

入

し

て

い

た

そ

う

で

す

。

そ

の

後

、

近

江

楽

座

の

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

団

体

か

ら

外

さ

れ

る

等

の

困

難

は

あ

り

ま

し

た

が

、

十

七

年

間

、

障

が

い

児

・

者

の

自

立

支

援

及

び

共

生

社

会

に

向

け

て

の

活

動

を

行

っ

て

ま

い

り

ま

し

た

。

令

和

二

年

十

二

月

八

日

（

火

）

に

本

学

の

交

流

セ

ン

タ

ー

に

て

伝

達

授

与

式

が

執

り

行

わ

れ

ま

し

た

。

学

長

や

後

援

会

長

な

ど

の

大

学

職

員

の

方

々

、

メ

ロ

デ

ィ

ー

の

保

護

者

の

皆

さ

ん

、

報

道

関

係

者

の

方

々

に

ご

参

列

し

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

ま

た

、

令

和

三

年

一

月

十

五

日

（

金

）

に

、

滋

賀

県

知

事

の

三

日

月

大

造

さ

ん

を

始

め

と

す

る

県

庁

職

員

の

皆

様

方

に

受

賞

報

告

を

い

た

し

ま

し

た

。

県

庁

に

就

職

さ

れ

た
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a

r

m

o

n

y

の

先

輩

と

も

お

話

す

る

こ
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が

で

き

、

よ

か

っ

た

で

す

。

（

下

の
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真

は

、

受

賞

報

告

会

で

の

記

念

撮

影

の

様

子

で

す

。

）

滋賀県知事への受賞報告 2021年1月15日

お茶体験（現在、中止中）

油絵・粘土制作のお手伝い

定例活動

クリスマスコンサート（今年
度はZoomとYouTube live）

冬のお泊り会（今年度は中
止）

バス旅行（今年度は中止）

イベント企画

定例会議（月１回）

受賞報告会

その他

毎

月

一

回

行

っ

て

い

る

「

定

例

会

議

」

。

従

来

は

、

湖

風

会

館

に

て

午

後

九

時

か

ら

一

時

間

半

程

度

、

本

団

体

の

代

表

と

会

計

、

そ

し

て

メ

ロ

デ

ィ

ー

の

藤

堂

裕

美

理

事

長

と

後

藤

真

吾

先

生

、

元

H

a

r

m

o

n

y

の

西

澤

真

志

さ

ん

の

五

名

で

話

し

合

っ

て

お

り

ま

し

た

。

今

年

度

は

、

コ

ロ

ナ

の

影

響

も

あ

り

、

Z

o

o

m

で

開

催

し

、

従

来

の

会

議

よ

り

も

多

く

の

部

員

が

参

加

で

き

る

よ

う

に

な

り

ま

し

た

。

今

後

も

生

か

し

て

い

き

た

い

と

思

い

ま

す

。

振

り

返

れ

ば

、

特

別

支

援

学

校

の

小

学

部

に

通

う

我

が

子

の

将

来

を

憂

え

る

親

が

集

ま

っ

て

2

0

0

2

年

に

メ

ロ

デ

ィ

ー

の

活

動

が

始

ま

り

ま

し

た

。

初

め

は

親

の

学

び

が

主

な

活

動

で

し

た

が

、

子

ど

も

の

活

動

を

考

え

る

と

一

緒

に

活

動

し

て

く

れ

る

専

属

の

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

が

欲

し

い

と

い

う

こ

と

に

な

り

、

滋

賀

県

立

大

学

の

先

生

に

相

談

し

た

こ

と

で

学

生

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

サ

ー

ク

ル

ハ

ー

モ

ニ

ー

が

誕

生

す

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

そ

の

後

は

、

メ

ロ

デ

ィ

ー

と

ハ

ー

モ

ニ

ー

の

二

人

三

脚

の

活

動

が

続

い

て

い

ま

す

。

メ

ロ

デ

ィ

ー

の

子

ど

も

ら

に

あ

ん

な

活

動

や

こ

ん

な

活

動

を

さ

せ

た

い

と

い

う

夢

を

語

る

と

き

に

、

一

緒

に

活

動

し

て

く

れ

る

ハ

ー

モ

ニ

ー

の

一

人

ひ

と

り

の

力

が

夢

の

実

現

に

向

け

た

大

き

な

支

え

に

な

っ

て

い

ま

す

。

最

近

で

は

メ

ロ

デ

ィ

ー

の

メ

ン

バ

ー

も

青

年

に

な

り

、

ハ

ー

モ

ニ

ー

の

方

が

年

下

に

な

っ

て

き

ま

し

た

が

、

彼

ら

に

と

っ

て

同

世

代

と

の

交

流

は

得

難

い

楽

し

み

に

な

っ

て

い

る

よ

う

で

す

。

活

動

は

毎

月

の

定

例

会

議

で

メ

ロ

デ

ィ

ー

と

ハ

ー

モ

ニ

ー

が

話

し

合

っ

て

進

め

て

い

ま

す

。

昨

年

ま

で

は

メ

ロ

デ

ィ

ー

が

定

例

会

議

の

準

備

を

し

て

い

ま

し

た

が

、

今

年

度

の

新

型

コ

ロ

ナ

の

緊

急

事

態

を

受

け

対

面

で

の

会

議

が

難

し

く

な

っ

た

時

に

、

ハ

ー

モ

ニ

ー

が

ホ

ス

ト

と

な

っ

て

Z

o

o

m

に

よ

る

会

議

を

主

宰

し

て

く

れ

た

こ

と

で

滞

り

な

く

活

動

を

進

め

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

今

年

度

は

対

面

で

の

活

動

の

多

く

を

中

止

せ

ざ

る

を

得

な

い

と

い

う

事

態

に

な

り

ま

し

た

が

、

リ

モ

ー

ト

会

議

や

作

品

展

の

連

続

開

催

、

ノ

ベ

ル

テ

ィ

ー

作

成

な

ど

の

新

し

い

試

み

が

実

現

で

き

た

こ

と

は

大

き

な

成

果

で

し

た

。

こ

れ

か

ら

も

ハ

ー

モ

ニ

ー

に

期

待

し

て

い

ま

す

。

び

わ

こ

学

院

大

学

後

藤

真

吾

先

生

H
a
r
m
o
n
y

今
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
前
期
が
遠
隔
授
業

と
な
り
、
後
期
か
ら
再
開

し
ま
し
た
。

九
月
下
旬
か
ら
「
定
例

活
動
作
品
展
」
を
湖
東
地

域
四
か
所
で
開
催
し
ま
し

た
。
S
N
S
で
も
宣
伝
し
、

多
く
の
方
に
作
品
を
ご
覧

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー

ト
で
は
、
初
め
て
の
オ
ン

ラ
イ
ン
開
催
で
少
し
ト
ラ

ブ
ル
は
あ
り
ま
し
た
が
、

無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

十
二
月
か
ら
は
、
文
部

科
学
大
臣
賞
関
係
や
今
年

度
初
の
定
例
活
動
等
が
あ

り
ま
し
た
。

次
年
度
も
定
例
会
議
を

通
じ
て
活
動
を
決
め
て
い

き
た
い
で
す
。
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地
域
の
声 

今
年
は
、
去
年
よ
り
も
活
動
の
参
加
人
数
が

増
え
て
い
る
よ
う
で
、
良
か
っ
た
。
大
学
生

が
農
業
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
て
う
れ
し

い
。
若
い
世
代
に
農
業
を
広
げ
る
よ
う
に
頑

張
っ
て
欲
し
い
。
水
や
り
な
ど
を
平
日
な
ど

に
も
ま
め
に
行
う
等
の
工
夫
も
必
要
だ
と

思
う
。 

活
動
の
振
り
返
り 

今
年
度
の
活
動
は
、
例
年
と
違
い
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
集
ま
っ
て
作
業

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
や
、
イ
ベ
ン
ト
へ

の
参
加
な
ど
が
中
止
に
な
る
事
も
あ
り
、
例

年
通
り
の
活
動
の
様
に
は
行
か
な
か
っ
た
。 

 

し
か
し
、
新
メ
ン
バ
ー
の
積
極
的
な
活
動

へ
の
参
加
の
お
か
げ
で
、
例
年
よ
り
畑
の
整

備
が
効
率
的
に
進
み
、
畑
を
広
く
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
今
年
は
新
た
に
果

樹
の
栽
培
に
挑
戦
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今

後
も
他
の
作
物
の
栽
培
に
挑
戦
し
て
い
き

た
い
。 

玉
ね
ぎ
豊
作
！ 

今
年
度
の
と
よ
サ
ラ
ダ
で
は
立
派
な
玉
ね 

ぎ
が
た
く
さ
ん
収
穫
さ
れ
ま
し
た
！ 

 

例
年
で
あ
れ
ば
夏
湖
風
祭
に
オ
ン
オ
ン
リ 

ン
グ
を
出
店
す
る
の
で
、
抜
群
の
オ
ニ
オ
ン 

リ
ン
グ
が
提
供
で
き
た
は
ず…

こ
の
悔
し
さ 

を
胸
に
、
よ
り
お
い
し
い
玉
ね
ぎ
が
で
き
る 

よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
！ 

 

新
メ
ン
バ
ー
が
す
ご
い 

 

今
年
の
新
メ
ン
バ
ー
が
、
積
極
的
に
活
動
に
参
加

し
て
く
れ
た
こ
と
で
，
畑
作
業
の
参
加
人
数
が
増
え

ま
し
た
。
去
年
は
、
２
、
３
人
で
の
活
動
が
多
か
っ

た
の
で
す
が
、
今
年
は
安
定
し
て
５
人
程
度
は
集
ま

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
新
メ
ン
バ
ー
加
入
に
よ
り

作
業
効
率
が
向
上
し
ま
し
た
。
な
ん
と
い
っ
て
も
草

刈
り
の
ス
ピ
ー
ド
が
段
違
い
！ 

新
メ
ン
バ
ー
の
今
後
の
活
躍
に
期
待
大
で
す
！ 

み
か
ん
へ
の
挑
戦 

今
年
は
、
新
メ
ン
バ
ー
の
希
望
に
よ
り
、
新
た
に
、

み
か
ん
の
栽
培
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
果
樹
の
栽
培
は

初
め
て
の
挑
戦
で
し
た
が
、
地
元
の
農
家
さ
ん
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、
実
現
し
ま
し
た
。
実
が
な
る
の
は

ま
だ
ま
だ
先
で 

す
が
、
と
よ
さ 

ら
だ
と
と
も
に 

成
長
し
て
い
く 

こ
と
を
願
い
ま 

す
。 

と
よ
さ
ら
だ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は 

と
よ
さ
ら
だ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
滋
賀
県
犬
上
郡
豊
郷
町
の

耕
作
放
棄
地
を
活
用
し
、
地
域
の
方
に
ご
指
導
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
露
地
と
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に
て
野
菜
の
栽
培
を
行
っ
て

い
ま
す
。
年
間
を
通
し
て
様
々
な
野
菜
を
栽
培
し
て
お
り
、
普
段

な
か
な
か
で
き
な
い
農
作
業
を
地
域
の
方
々
と
交
流
し
な
が
ら

楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
と
よ
さ
ら
だ
で
は
、
現
代
の

農
業
が
抱
え
る
問
題
点
に
目
を
向
け
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ

て
い
く
事
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 


















